
知はいかに跳躍するか？ 
～ イ ノ ベ ー シ ョ ン の 現 場 と し て の 地 球 研 ～ 

2 0 1 6 年 3 月 9 日 (水 ) 1 5 : 0 0 ～ 1 7 : 0 0 
総 合 地 球 環 境 学 研 究 所　 講 演 室 

日時 

場所 

主催：総合地球環境学研究所・総合地球環境学のエビデンスに基づく具体的評価システム構築事業「知の跳躍」研究グループ	

15:00 ‒ 15:10   趣旨説明　近藤 康久 
15:10 ‒ 15:20　インタビューのねらいと方法　菊地 直樹 
15:20 ‒ 15:55　インダスプロジェクトにおける知の跳躍　鎌谷 かおる 
15:55 ‒ 16:30　アラブなりわいプロジェクトにおける知の跳躍　熊澤 輝一 
16:30 ‒ 17:00　総合討論 

プログラム 

地球研がこれまでに進めてきた研究プロジェクトでは、
どのようなきっかけでどのような知の跳躍が起こった
のでしょうか。今年度は(1)研究成果の価値、(2)文理
融合型プロジェクトを円滑に進めるための作法(研究
プロセスの適切性)、(3)研究と社会とのつながり(研究
の社会的インパクト)を質的に評価する方法の開発を
ねらいとして、インダスプロジェクトとアラブなりわ
いプロジェクトを対象に、プロジェクトリーダーとメ
ンバー数名にロングインタビューを行いました。この
報告会では、インタビューの成果を報告し、地球研の
プロジェクトにはどんな価値があり、それをどのよう
な評価軸で評価するべきか議論します。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 


